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哺　乳　子　牛　の　簡　易　離　乳　法　の　確　立
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1　は　　し　が　き

現在の離乳法としては．親子分離による離乳法がとられ

ている。この場合，舎飼においては分離のための育成会が

要求されるが，畜舎の規模によっては飼養密度が高くなり

子牛にストレスを与えることになる。そこで，離乳の完成

した子牛を噸次もとの畜舎へもどしてやることにより，畜

舎の有効的な利用と管理の省力化を図るため，親子を一時

分離して再び親子同居で飼養する一時分離離乳法について

検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試牛

当場産黒毛和種哺乳子牛　　嘩12頭　去勢12頑

（2）試験区の構成

表1に示したとおり，親子の分離期間を5，10，14，30

日間の4区とした。

表1　試験区分

区 親子分離期間 頭　　　　 数 供試年目令

Ⅰ S （日） 6 （8 ♀各3頭） 187 ±20 （日）
Ⅱ 10 6 186 ±2 2

m 14 6 187 ±2 1
Ⅳ 30 6 177 ±　6

（3）分離方法及び飼葦管理

分離前は開放追込牛舎で親子同居で飼重し，分離期間中

は子牛だけ他の畜舎で群飼した。分離期間終ア後，子牛を

再び開放追込牛舎へ移動し親子同居させた。分離期間中及

びその前後においては，濃厚飼料，乾草とも不断給与とし

飲水も自由とした。

（4）調査項目

l）哺乳行動調査：親子同居開始日（11：00～17ニ00），

同居4日目（6：00～17：00）の2吼　各個体ごとに連続観察
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した。

2）体重：各区とも分離前，分離終ア後に測定したが，

30日間分離区の6頭については，更に分離期間中に4回測

定した。

3）採食量：濃厚飼料，乾草

3　精巣及　び考察

哺乳行動調査の結果を表2に示した。親子同居開始日及

び同居4日白の2回の調査日とも哺乳行動が認められなかっ

た子牛は，5，10，14日間分離区ではいずれも碓各1頭で．

30日間分離区では6頑全頭に哺乳行動が認められなかった。

また，哺乳行動が認められた子牛の多くは，どの区も（Ⅰ

～皿区）同居後1時間以内に哺乳した。なお，子牛が哺乳

しようとしてもはじめは母牛が拒否する傾向があり，拒否

されることによりその後哺乳しようとしなくなった子牛が，

10，14，30日分離区に各1頭ずつ認められた。

義2　哺乳行動が認められなかった子年頭数

調査日 1　 回　 日 2　 回　 日 両 調 査 日
親　 子 艶　 子 と も哺 乳

区　 n
同　 居 同　 居 し なか っ
開始 日 4 8 日 た 子 牛

Ⅰ
8 3
♀3 1

吉 1
♀ 0 1

8 1
♀0

1
8 1
♀0

Ⅱ
谷3
♀ 3 3

8 2
♀ 1 1

谷 1
♀0 1

8 1
♀ 0

Ⅲ
8 2
♀3 1

8 1
♀ 0

1
8 1
？0 1

8 1
♀0

Ⅳ
8 3
♀ 3 6

8 3
♀ 3 6

8 3
♀3 6

8 3
♀3

注．調査時間　1回目：ll：00～17：00
2回目：6：00～17：00

子牛と母年との接触回数を表3に示した。これは，親子

同居開始日の哺乳行動調査において，臭いをかいだり，な

めたり，哺乳したりなどの行動回数を哺乳行動のあった子

牛となかった子牛とで比較したもので，その回数は哺乳行

動のあった子牛の方が有意に多かった。
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嘉3　親子の接触回数

区　　　　　　分 子から親へ 観から子へ 計
哺乳した子牛
（n＝12）

哺乳しなかった子牛
（n＝5）

1：二：…：二：十 ：：：…：：：］・ 1：二三…：：：］・＊

注．■：Pく0．05，＊＊Pく0．01，

r9日十10汁一一15日．一・．一・一一

203

DG
（k9／血y）
1．0

（慧）0
－1．0

1．0

皿区
（n＝6）0

－1．0

（三讐）0

－2．0

分離開始　（†；親子同居開始）

図1　体重の推移

一1．07

凶分離終了後
」．＿弐艶．・．」抽＿15。」

」＿彗駁＿」1聞ゼ翳ヱ後

36日　　日4日⊥15日」

分離前　2隠分断了後

」　23日
方面如　5日4日6日

図2　DGの推移

図1．2に分敵期間中の体重の推移を示した。30日間分離区

の6頭についてみろと，分離直後の5日間はDGが－163毎

と大きく減少し，これは親子分離によろショックと思われ

た。また，分離6日以降は増加しており，特に分離後6日

から15日までの10日間は，親子分離以前の増捧呈と比較し

ても大きい値を示した。

30日間分離区の6頭について採食量を調査したが，その

結果を表4．5に示した。分離期間を5日間ごとに区切り比

較すると，痘厚飼料においては体重の変化と同様分離直後

の5日間が低い値を示した。しかし，その後の期間はほほ

一定しており，1日1頭4．2～5．3枚　体重比にして2・4～

2．6％であった。乾草については，濃厚飼料に比べ個体差

が大きかったが，分離直後の5日間は比較的多く，それ以

降は徐々に減少し，濃厚飼料とは逆の傾向がみられた。

表4　濃厚飼料採食量
（1日l頭当り毎）

慧 攣 分 苧 日 6 1 1 16 2 1 26 計

（30 日間 ）
～ ～ ～ と i

5 日 10 15 2 0 2 5 3 0

谷

（n ＝ 3 ）
1．9 6 4．4 0 4．5 8 4 ．7 2

4．2 9

5．0 3 5．4 3 4．3 5

♀
（n ＝ 3 ）

2．2 7 4．10 4．4 9 4．8 4 5．13 4 ．1 9

計 2．12 4．25 4．5 4 4．5 1 4．9 4 5．2 8 4 ．2 7
（n ＝ 6）± 0．3 1 0．3 4 ± 0．16 ± 0．3 2 ±0．4 2 ± 0．4 5 ± 0 ．1 4

義5　乾草採食量
（1日1頭当り吻）

・話 芸＝分 苧 日 8 1 1 16 2 1 26 計

（3 0 日 間 ）
‡ ～ i ～ i

5 日 10 15 20 2 5 30

8

恒 三 粥

♀

（n ＝ 3 ）

0 ．8 3 0 ．5 9 0 ．5 2 0 ．44 0 ．4 7 0 ．3 7 0 ．5 4

0 ．8 7 0 ．6 5 0 ．6 1 0 ．的 0 ．5 6 0 ．4 1 0 ．6 3

計 0 ．8 5 0 ．6 2 0 ．5 7 0 ．5 5 0 ．5 1 0 ．39 0 ．5 8

（n ＝ 6 ）士 0 ．17 ± 0 ．4 1 ± 0 ．3 6 ± 0 ．3 8 ± 0 ．3 0 ± 0 ．2 4 ± 0 ．3 0

4　ま　　　と　　　め

哺乳行動調査の結果，両調査日とも哺乳行動が認められ

なかった子年が，30日間分離区以外にも各区に存在したこ

とから，離乳が完成するための分離期間には個体差がかな

りあろと思われた。今回の場合，30日間分離区では全て離

乳できたと判断されることより，6か月令ぐらいの哺乳子

牛においては，30日以上親子を分離すれば，離乳が完成す

ると考られた。




